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1．はじめに

　日本の年平均気温の偏差の経年変化は 、 都市化の 影響が

少ない 15地点の月平均気温データが用い られて い る 。 集

計地点数を増やした場合の 値を調 べ た。また、観測地 点に

よる季節変動の 相遠点を調べ た。　
’

2 ．使用デー一
タ ・解析手法

　気象庁がホーム ペ ージで公 開 して い る気象統計情報の

気温 データ を用 い、2012年 と 2013年の 年平均気温 の 差の

値を集計した。欠測直の ある観測地点では、1 時間ごとの

値にさかの ぼっ て再計算を行 っ tc。また、季節変動につ い

て は 日ごとの値を用い た。

3 ．観測地点数による気温偏差の変動

　気象庁の 日本の 年平均気温 の 2012年 と2013年 との 偏差

は用．30℃で あ る。これは 月平均気温か ら計算した年平均

気温 の 差で あ る。15地 点の 年平均気温 を用い て計算す る と、

こ の 値は＋0．287℃ となり、若干の 差が 生 じ る。ア メダス を

含めた国内の 806 観測所の 年平均気温で集計した偏差は

＋O．　330℃ となっ た。各集計 の 統副値 を表 1 に示すB

表 12013 年と 2012年の 年平均気温の 偏差統計

贓 15観i則点 806観測点

最小値 0．0　　　旦 イ〕．4

中央値 O．3 α4

平均値 0．287 0．330

最大値 0．7 0．9

標準偏差 0．203 0．266

観測地点別の気温偏差の ヒス トグラムを 図 1に示すb

図 1　観測点の 嬲 IJの 年平均気温偏差の ヒ ス トグラム

各観測点の 前年との 平均気温偏差の ヒ ス トグラム は、観測

点が増加するに したがい
、 ．滑らかな分布となる 。

4 ．15地点の代表性

　15地意の気温の、該当地域の代表性を調べ た結果を表 2

　に示す。カ ッ コ 内に当該観測地 轍 を示 した。 偏差が全

国平均より小 さい セ ル を網掛け した。北海道、東北と四国

では 15地 点に選ばれて い る観測所の 気温偏差が地域全体

の 平均偏差より大きく、 その 他の地域で は 15地点の 気温

偏差がその 他の 観測点を含めた揚合より小さい
。 北海道 、

東北、関東甲信越と四国は、15地点に選ばれて い る観測点

と、地域全体の 偏差との 差が小 さい。

表 22013 年の平均気温の 2012年との地嬲 1亅偏差

5 ．季節変動

　年平均の前年との偏差がほ ぼ同 じ観測点で あっ て も、全

季節で 同 じような変動 （パ ス ）は地域変動がある。、図 2 は

年平均気温が ともに前年Lk−O，1℃だっ た札幌と宮古の 気

温偏差の 日積算推移 の グラフ で ある。 春か ら夏にか けて 、

前年より気温が高かっ た宮古は 、 晩秋か ら初冬の間に札幌

に追いっ かれる 。
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　図 2　杣滉と宮古の 前年比気温偏差 の 日積算推移

　図 3 は年平均気温が ともに前年比斗0，8℃だ っ た東京と

飯塚 の比較で あ る。飯塚は春の 気温が前年よ り低めだ っ た

が、秋に高く、東京の 積算値 に追 い つ い て しまっ た。
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　図 3　東京と飯塚 の 前年比気温偏差の 日積算推移

　図 2 と 3から、北 日本で秋の 気温が前年よ り低く、西 目

本で 高かっ た傾向も読み取れ る。

一 169一

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　


